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円柱供試体を対象とする放射流型拡散試験の開発

Development of a single-reservoir radial diffusion test for cylindrical specimens
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放射性廃棄物を含む各種有害物質の地層処分では工学・天然バリアからなる遮蔽システムの安全設計・評価が行われ
る．難透水性遮蔽材により地下水流動が小さく抑えられ，物質移行において拡散現象が支配的となる場合にはその関連
物性，即ち遮蔽材の拡散・吸着特性を正確に把握することが遮蔽システムの安全設計・評価において極めて重要となる．
コンクリート，ベントナイト混合土，岩，粘土など工学・天然遮蔽材の拡散・吸着特性は通常，拡散試験により評価さ

れるが，拡散性が小さく吸着性が高い場合では多くの既存試験法で実験が長時間におよび，その間の実験管理（溶液槽
内の濃度を一定に保つことなど）にも労力を要する．拡散試験の効率的な実施の妨げとなる上記の問題点を解決するた
め，本研究では，円柱供試体に対する放射流型拡散試験の開発とその試験評価のための解析解の誘導を行い，試験時間
の短縮化のための試験条件の検討，信頼性の高い拡散・吸着特性を得るための感度解析を実施した．
一連の理論・数値解析により，開発した放射流型拡散試験には以下の利点が認められた．1)溶液槽濃度の変化を許す

ことにより，溶液槽濃度の管理が不要となる．2)溶液槽濃度の変化を計測することにより比較的早い期間で実験データ
を取得することできる．3)非定常解析により拡散・吸着特性の同時評価が可能となる．


